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登録リスト（該当：107件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	日本遺産にもなっている、地元の人々から愛される神社です。七五三の時期には多くの子どもがお宮参りに訪れます。祀られているのは生きとし生けるもの万物に生命力を与える「生島大神」と、生きとし生けるもの万物に満足を与える「足島大神」の二神です。真田昌幸の朱印状など、国の重要文化財に指定された94通の古文書が残っており、内殿は「県宝」に指定されています。この神社は神池に囲まれた神島に建っていてとてもきれいでした。下之郷駅のすぐ近くなので、訪れてみてはどうでしょうか。	2024-02-13
	2	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	平安初期にまとめられた「延喜式」に載る古社で、生きとし生けるもの万物に生命力を与える「生島大神」と生きとし生けるもの万物に満足を与える「足島大神」を祭神とする。摂社(下社・下宮)には諏訪大神が祀られる。御神体は「大地」である。太陽が夏至には東の鳥居の真ん中から上がり冬至には西の鳥居の真ん中に沈むよう鳥居が太陽の至点と一致するように配置されており、まさに「太陽」と「大地」を結ぶ神社である。
晴れた土曜日の11時頃に行ったこともあり、多くの人が訪れていた。特に家族で七五三のお宮参りに訪れている人が多かった。文書も拝見した。撮影禁止で写真は撮れなかったが、非常に多くの文書が保存されていた。文書を拝見した。古文書からも、400年前の生島足島神社への信仰と長年にわたり守られてきたことがうかがえ	2024-02-13
	3	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	　延喜式にもその名が記されている由緒ある古社である。生島大神と足島大神の二神が祀られ、武田信玄や真田昌幸・信之をはじめ歴代の上田城主からも厚く崇敬されたという。生島大神と足島大神を祀る神社は全国的にも珍しく、近畿地方中心に数社しかなく、東日本ではここを入れて２社のみである。昌幸の朱印状など、国の重要文化財に指定された94通の古文書が残っている。

　敷地面積が特に大きいわけではないが、手入れがされていて池も相まって綺麗にまとまっているなという印象を受けた。境内には歌舞伎舞台もあるため。神社だけではない多くの歴史も感じることが出来る。また、日本の真ん中に位置していることでパワースポットとしても人気を集め、観光客を引き付ける魅力の１つでもあると感じた。	2024-02-13
	4	[image: 上田市の歴史を活かした観光]	上田市の歴史を活かした観光	生島足島神社についてです。
延喜式にもその名が記されている由緒ある古社。生島大神と足島大神の二神が祀られ、武田信玄や真田昌幸・信之をはじめ歴代の上田城主からも厚く崇敬されたという。昌幸の朱印状など、国の重要文化財に指定された94通の古文書が残っています。	2024-02-13
	5	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、そんな上田市の銭湯の分布を、2つの大正期の地図から探っていきましょう。
（画像は最盛期の銭湯をGISアプリで国土地理院の地理院地図にプロットしたもの）
	2024-02-12
	6	[image: デジタルアーカイブを利用しやすくするには]	デジタルアーカイブを利用しやすくするには	デジタルアーカイブをより多くの人に利用してもらい、使いやすいと感じてもらう

参考
藤本蚕業デジタルコモンズ https://d-commons.net/fujimoto-dc/ 
上田市公文書 https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/kobunshokan/
 国立公文書館デジタルアーカイブ https://www.digital.archives.go.jp/ 
デジタルアーカイブ学会 https://digitalarchivejapan.org/
国立国会図書館デジタルコレクション　https://dl.ndl.go.jp/ja/
デジタルアーカイブとは？https://solution.toppan.co.jp/newnormal/contents/digitalarchive_toha.html
内閣府知的財産戦略推進事務局「デジタルアーカイブ活動」のためのガイドラインhttps://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/pdf/guideline_2023.	2024-01-24
	7	[image: 今後のデジタルアーカイブの在り方について]	今後のデジタルアーカイブの在り方について	PowerPointでまとめました。


参考URL
・「国立国会図書館デジタルコレクション」https://dl.ndl.go.jp/
・「上田市公文書館」https://kobunshokan.city.ueda.nagano.jp/
・「上田老舗図鑑」https://d-commons.net/uedagaku/detail.php?id=2351
・「西塩田時報」https://d-commons.net/uedagaku/detail.php?id=3613	2024-01-24
	8	[image: デジタルアーカイブ]	デジタルアーカイブ	デジタルアーカイブは、アナログな文書やメディアをデジタルフォーマットで保管し、アクセスや管理を容易にする方法です。	2024-01-24
	9	[image: デジタルアーカイブ]	デジタルアーカイブ	デジタルアーカイブを知っている人が少ないので、実物を記録・保存するより良いところは何か。多くの人に利用してもらうためにできることはあるか考えました。
デジタルアーカイブは、公文書・書籍・芸術作品などをデジタル化して保存、公開します。今回は、①国立公文書館デジタルアーカイブ ②Col Base ③NHKアーカイブス を閲覧しました。

①国立公文書館
・言語は日本語、英語。中国語や韓国語も加えて欲しい。サイトの文字全体も大きくできる。
・TOPページには、ジャンルが６つ挙げられていて、選びやすい。検索もできる。
・ジャンルを一つ選ぶと、該当する資料が並ぶ。資料名と読み仮名、資料の画像も表示されるので、見やすい。表示方法を変えると、資料の説明も加わる。選んだ資料を拡大しても、細かい文字が鮮明に見える。(上	2024-01-22
	10	[image: 藤本蚕業/史料を見合おう会10/22]	藤本蚕業/史料を見合おう会10/22	10/22(日)午後、藤本蚕業歴史館で「藤本蚕業/史料を見合おう会1stトライアル」を実施しました。ハイブリッドで文書館に気軽にアクセスできるようになり、場所を問わず、閲覧したりみんなで見合えたりしたらぐっと利便性が高まります。史料の利用可能性が広がります。

「史料を見合おう会」は、そのようなアクセスの壁をなくし、むしろ遠隔地からでも資料館に居るかのように閲覧を共有体験できたら、資料館の物理的制約を超え、みんなで楽しく史料が見合えたらいいよね、というリクエストに応えるものです。Webカメラ、マイク、Zoomがあれば場所を問わずどこからでも実施できます。

1stトライアルではどんな感じでできるのかをトライしました。前半(Part1)の様子を録画したのでご覧ください。


最初の約25分はイベントの	2023-10-23
	11	[image: 「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築(2023)]	「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築(2023)	研究発表
「藤本蚕業デジタルコモンズ」の構築～地域資料アーカイブの課題と活用に向けた解決策～
(2023/06/18 デジタルアーカイブ学会／第3回DAフォーラム)

　前川道博（長野大学企業情報学部）

【研究の概要】
藤本蚕業歴史館(長野県上田市)は蚕種製造企業であった藤本蚕業の所蔵資料を保管する文書館である。所蔵資料は2009年、その保存整理、目録化が図られたものの、その後10数年間にわたり、活用がなされないまま現在に至った経緯がある。本研究はその資料を含めた諸資源の活用、資料のデジタルアーカイブ化に向けて取り組んだ実践的活動を報告し、デジタルアーカイブ化の課題、その解決策を提起するものである。根本的な乖離をもたらす社会的背景には、知識消費(マスコミュニケーション)型社会のレジームがデジタルアーカイブ化への	2023-06-18
	12	[image: 小諸の絵]	小諸の絵	1940年から1945年の間に描かれた小諸の家である、文書資料ではないがこの絵からも当時の暮らしを感じることが出来る。例えば屋根は瓦の物から藁の部分まであり、一階は瓦になっているため人が一階で暮らし、二階の藁の屋根では蚕を飼っていたことが推察される。また農業の道具もたくさん見受けれることから小諸市は昔から養蚕業と農業が盛んだったことが予測できる。
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/art_museum/04J1000000039	2023-02-08
	13	[image: 「藤本蚕業アーカイブ構築」を振り返って]	「藤本蚕業アーカイブ構築」を振り返って	　私はこの一年間地域資料のデジタルアーカイブ活動を行い、活用機会が無い地域資料の撮影とネット上の公開をしました。その中で藤本蚕業アーカイブについて紹介します。
　藤本蚕業アーカイブは藤本蚕業歴史館史料をネット上に公開するアーカイブであり、かつて蚕の卵である蚕種の日本最大製造地であった上塩尻の中心であった佐藤家(藤本蚕業)所蔵の史料を扱っています。歴史館では蚕種にとどまらず歴史、文化、地理に関わる文書・書籍も多く有しており、アーカイブでも見ることが出来ます。私は当アーカイブにおいて主に史料の撮影、記事の投稿を担当しました。
　実際の資料を紹介します。
　1925年11月に発行された上田市図書館報第三号では、最も興味深い点として新刊の発表に法学系冊子を真っ先に乗せている点で、大正デモクラシ	2023-02-03
	14	[image: 実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第１回]]	実践講座２：地域資料のデジタルアーカイブ化講座[第１回]	【講座タイムテーブル】
　ゲスト講師：小平千文さん（上田小県近現代史研究会会長）、桂木恵さん（同事務局長）
10:00 講座のねらいと概要
10:15 藤本蚕業歴史館・概要
10:30 藤本蚕業歴史館・バックヤード資料見聞
11:00 藤本蚕業の資料整理をふり返る
（12:00 休憩）
13:00 資料整理の課題と方法、資料目録の作成～藤本蚕業所蔵資料を例に～
（14:20 休憩）
14:30 受講者の皆さんのデジタルアーカイブ構築課題を聴きあう
16:00 終了

【オンデマンド講座(当日の講座記録)】
▼①午前の部：講座のねらい／未整理史料見聞
　講師：前川道博＋桂木恵＋小平千文 94分


▼②午後の部１：資料整理の課題と方法～藤本蚕業所蔵資料を例に～
　講師：前川道博 65分


▼③午後の部２：皆さんのアーカイブ課題を聴い	2023-02-03
	15	[image: 安江仙政の名刺]	安江仙政の名刺	明治時代の新竹縣税務官、安江仙政の名刺である。
（新竹縣＝台湾の北西部に位置する県）
中村利貞のものと同じ明治時代の名刺であるが、安江氏の名刺の方が印刷技術が上回っているように見える。
文字がはっきりしており、現代の名刺のような美しい文字配置がされている。
印刷技術がかなり違うのは位や環境の違いからだろうか。

佐賀県立図書館データベース- 古文書・古記録・古典籍データベース https://www.sagalibdb.jp/komonjo/detail/?id=49363	2023-02-01
	16	[image: まとめ～武田信玄武将の起請文〔八三通〕～]	まとめ～武田信玄武将の起請文〔八三通〕～	写真の起請文は、武田信玄が配下の武将を、下郷(下之郷のこと。以下同じ)諏訪大明神(生島足島神社)へ集めて、信玄に絶対背かぬことを、神前で誓わせたものです。誓いの言葉を牛王紙の裏に書き、血判を押して、差し出させたもので、全国的に有名なものです。

この貴重な文書が生島足島神社に残っていることに歴史的な価値があると感じました。
https://museum.umic.jp/bunkazai/document2/089-1.html


武田信玄と信州は深い関わりがあり、その中でも生島足島神社に信玄がこだわったというのも面白く感じました。そして、信玄についてだけではなく当時の人びとがどのような宗教観や価値観を抱いていたのかを副産物として知ることができ、特定の人物だけでなく、社会がどのように動いていったのか文書から読み解けることにもつながることがわかりました	2023-01-30
	17	[image: 壱叶・三かわ連署願文]	壱叶・三かわ連署願文	この文書は戦国時代の武将室賀信俊の妻壱叶と、信俊の弟経秀〔の妻三かわが、武田信玄に従って出陣した夫〔の無事を、下之郷大明神(生島足島神社)にお祈りして差し上げた、お願いの文書で、願文といいます。戦国時代の女性の願文や女性の花押〔かおう〕(書〔か〕き判〔はん〕)を記した文書は、例が少なく大変珍らしいものであるそうです。

この時代の女性の苦悩がうかがい知れます。
https://museum.umic.jp/bunkazai/document2/089-5.html	2023-01-30
	18	[image: 開善寺宛武田信玄定書]	開善寺宛武田信玄定書	この文書は現在上田市新田にある海禅寺が、戦国時代に小県郡東部町海善寺地区にあった当時、武田信玄が永禄5年（1562）11月7日、この寺に祈念を頼み、願がかなったときには、開善寺（海善寺・海禅寺）に、以前の通り土地を寄付することを約束した定書であるそうです。

https://museum.umic.jp/hakubutsukan/collection/item/0028.html	2023-01-30
	19	[image: 真田氏最古の文書は信玄からの書状]	真田氏最古の文書は信玄からの書状	「其の方年来の忠信、祝着に候。然らば本意の上に於て、諏方（訪）方（形）参百貫并ならびに横田遺跡上条、都合千貫の所これを進じ候。恐々謹言。
天文十九庚戌
　七月二日　晴信（花押）
　　真田弾正忠（幸隆）殿」

この文書が効力を持つことになったため、上田の地にかなりの土地を得ることができたわけでありに幸隆の子昌幸が上田城を築くもととなったともみられる文書であり、その意味でも貴重なものであるとされています。

武田信玄は真田一族と深い関わりをもっていることがわかります。
https://museum.umic.jp/sanada/siryo/sandai/020202.html	2023-01-30
	20	[image: 向源寺宛武田信玄朱印状]	向源寺宛武田信玄朱印状	この文書は戦国時代の永禄九年(一五六六)武田信玄が、重臣の三枝〔さいぐさ〕宗四郎昌貞に命じて「武田方の軍勢が向源寺(当時上田原にあった)境内で陣をとることを禁じ、もし命令に背〔そむ〕く者がいたら、子細〔しさい〕(くわしい事情)を申し出るように。」と、向源寺に伝えた朱印状だそうです(資料参照)。


信玄は信濃国へ、幾度か軍勢を出して合戦を繰りかえしています。このようなとき勢力下におさめた地域の主な寺や社を大事に扱うことが、民の心を安定させるために、大切であることを心得ていて、特に寺社に迷惑がかからぬよう、心配りをしていたことを物語る文書として貴重なものです。」

神仏への信仰心がもたらす力は信玄自身が一番実感していたがための行動だったのではないかと考えさせられます。

https://museum.umic.jp/bunkaza	2023-01-30
	21	[image: 武田信玄願文（県宝）]	武田信玄願文（県宝）	　武田信玄は、上杉謙信との戦いに備えて、東信濃の名社生島足島神社に、願文を献げ、今後の戦について深く祈願するところがあったそうな。
　これがその願文で、おわりに永禄２年（１５５９）と記され、信玄自筆のものといわれています。
「謹んで、下之郷諏訪大明神に申し上げます。私（信玄）は、越後の軍勢（謙信をさす）が攻めてくるので、戦うがよいかどうかト（うらな）ったところ”吉”という卦が出ました。そこでこの天の教えに従って出陣いたします。何卒私の軍に勝利を与えられ、長尾景虎（謙信）が逃亡するようお助けをお願いいたします。もし私が凱歌をあげて帰国しましたなら、今年から１０カ年間、毎年青銅貨１０緡ずつお社のために上納いたします。」

調べて知ったことですが、信玄は戦国大名の中でも占いマニアだ	2023-01-30
	22	[image: はじめに～武田信玄と上田のつながり～]	はじめに～武田信玄と上田のつながり～	武田信玄は戦国時代に甲斐国(山梨県）の守護を独占してきましたが、一見関わりのなさそうな上田とはいったいどのようなつながりがあるのでしょうか？。

信玄は領地拡大のために信濃に侵攻した歴史が残っています。現在の上田地域を支配していた村上氏との上田原の合戦、砥石城の戦いで負け戦さとなったものの最終的には、村上氏をも越後へ敗走させ、川中島の戦いを経て北信濃までその支配下に治めたのがおおまかな史実です。

上田との関わりは、玄配下の武将たちが起請文を奉じた場所が生島足島神社であり、数多くの古文書が残されているという点です。
　
https://museum.umic.jp/ikushima/komonjyo/index.html	2023-01-30
	23	[image: 三枝昌貞起請文]	三枝昌貞起請文	生島足島神社には、甲斐から信濃へ版図を広げた戦国大名の武田信玄とその家臣達の起請文が数多く残されている。

起請文とは、主君に対して家臣が忠節を神仏に誓って尽くすことを決意表明した文書である。

基本的に、主君を裏切らないことや他国と勝手に文通をしないこと、賄賂を受け取らないこと等を誓うのだが、三枝昌貞の起請文は普通の起請文とは違う内容が書かれている。

内容は「信玄様に対して、如何なることにおいても愚痴を言わないこと」。このような起請文は珍しく研究の価値があるのではないだろうか。	2023-01-23
	24	[image: バス時間表（『西塩田公報』第56号(1951年12月5日)4頁）]	バス時間表（『西塩田公報』第56号(1951年12月5日)4頁）	この記事は、古文書を探るという記事の中になぜかバスの時刻表が載っている記事です。何の脈絡もなく時刻表が出てきているところと、運賃は果たしてかかるのだろうかという疑問も湧き出てきます。バスもイラストではなく写真を利用しているところに編集者のセンスが垣間見えます。

▼この記事は以下から参照できます。
#1160 『西塩田公報』第56号(1951年12月5日)4頁

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1160.jpg	2023-01-16
	25	[image: 大正期の新聞広告に用いられたタイポグラフィー]	大正期の新聞広告に用いられたタイポグラフィー	大正期に入ると、日本のタイポグラフィーは欧文書体の影響を受け、毛筆書体から離れた独特な書体が続々と登場した。広告効果としてのタイポグラフィーが重要視されるようになった。


 『新聞広告選集』大阪朝日新聞社・編　大阪朝日新聞社（1926）より引用	2023-01-09
	26	[image: 明治中期の読売新聞紙上の広告に見られるタイポグラフィー]	明治中期の読売新聞紙上の広告に見られるタイポグラフィー	日本のタイポグラフィーは、平安から始まり江戸期までは、篆書（てんしょ）・隷書・楷書・行書・草書など毛筆を基にしたものであった。
明治に入り、欧文書体との融合が始まった。
写真のような明治中期の新聞広告には英語表記も見られるが、タイポグラフィーの多くはまだまだ毛筆書体を元にしている印象だ。

読売新聞　第 5751 号、4 面、明治 26 年 7 月 26 日発行
東京、日就社	2023-01-09
	27	[image: 報告書文字③]	報告書文字③	藤本蚕業の膨大な資料の中に、独特な書体を用いて書かれた書類がある。
写真は昭和7年〜1４年（1932~39)の、8年間にわたる製造費及び労力所用調査。


藤本蚕業資料　[at24-1-1]表紙なしノート(1931)
（a5文書/戦前/土浦）	2023-01-09
	28	[image: 報告書文字②]	報告書文字②	藤本蚕業の膨大な資料の中に、独特な書体を用いて書かれた書類がある。
写真は用度品在庫数の詳細。


藤本蚕業資料　[at24-1-1]表紙なしノート(1931)
（a5文書/戦前/土浦）	2023-01-09
	29	[image: 報告書文字①]	報告書文字①	藤本蚕業の膨大な資料の中に、独特な書体を用いて書かれた書類がある。
写真は折れ線グラフによる昭和6年〜12年（1931~37)の、7年間にわたる販売実績の報告。


藤本蚕業資料　[at24-1-1]表紙なしノート(1931)
（a5文書/戦前/土浦）	2023-01-09
	30	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第２回]]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第２回]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第２回]
　藤本蚕業所蔵資料で近現代のキュレーション

【講座タイムテーブル】
10:00 一次資料を使ったキュレーションのいざない
10:15 キュレーション実例紹介
　講師：桂木恵（上田小県近現代史研究会事務局長）
11:00 近現代を捉える視点
　講師：小平千文（上田小県近現代史研究会会長）
（12:00 休憩）
13:00 『藤本蚕業歴史館アーカイブ』で藤本蚕業の資料を探る
13:30 近現代のキュレーション・ミニ実習「一次資料をして語らせる」
（14:20 休憩）
15:30 キュレーションをアウトプットする（d-commons.net マイサイト実習）
16:00 終了

【オンデマンド講座(当日の講座記録)】

▼①午前の部：藤本蚕業の一次資料＆近現代を捉える視点
　講師：前川道博＋桂木恵＋小平千文 110分
	2022-12-16
	31	[image: 藤本蚕業歴史館でオンライン講座実施2022/12/10]	藤本蚕業歴史館でオンライン講座実施2022/12/10	2/10、藤本蚕業プロジェクト主催/デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会共催によるデジタルアーキビスト養成講座を実施しました。地元/館内の見学もオンラインで。藤本蚕業歴史館での講座がいきなり全国から受講できるのは我ながら素晴らしいと実感しました。リアルタイムだけでなく録画によるオンデマンドでの事後視聴も可能な形で実施。これからの講座形態は受講者の都合にも合わせたこの柔軟な形態がよい。ローカル環境、ローカル資源の全国活用を実践するよい機会ともなりました。

【講座資料】https://d-commons.net/uedagaku/?c=&p=11761	2022-12-11
	32	[image: 中間まとめ]	中間まとめ	上田に触れて感じたことは二つあった。自分が感じていた以上に「良い街」だったことと直接見てみなければわからないような魅力があったことだ。僕は探検の内容を決める際、パンフレットを参考にルートを決めたのだが正直上田市の魅力に対して、半信半疑なところが大きかった。しかし実際に足を運んでみると、昔ながらの街並みや上田の歴史を感じられる場所が多くあった。特に上田地域の凄みを感じたのは残されている歴史資料の多さだ。僕が住んでいた地域ではここまで多くの資料は存在していなかったと思います。上田市公文書館やマルチメディアセンターなど、資料を補完する施設が多くあり、ほかの地域と比べて歴史的な魅力が特に多いと感じた。具体的には養蚕業や地域に伝わる郷土料理、政治に関する文献などが残っており、特に養蚕	2022-11-24
	33	[image: 藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座]	藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座	藤本蚕業プロジェクト　＋
デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会シリーズ研究会
「藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座」

地域資源のデジタルアーカイブ化とその活用を図ることができる人材育成が本講座のねらいです。リタイアされた方々にとってはリカレント（学び直し）な学習、教員・文化施設職員などにとってはリスキル（スキル・知識の新たな獲得）の学習機会となります。藤本蚕業歴史館（長野県上田市）をフィールドにオンライン形式で開催します。

▼講座概要
実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座
【日程】2022～23年
　12/10(土)10:00～16:00 藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイ	2022-11-14
	34	[image: [22/10/07]雨に濡れず上田から歌舞伎座へ]	[22/10/07]雨に濡れず上田から歌舞伎座へ	2022/10/07。久しぶりに東京へ。肌寒い雨降りの一日。特に東京は雨脚も強く、当初予定していた雨に濡れることが確実な国会図書館、国立公文書館行きを変更し歌舞伎座で歌舞伎鑑賞をしました。『祇園恋づくし』『釣女』の２本立て。楽しい演目でした。また久しぶりの歌舞伎座を堪能。

経路をふり返ると、新幹線で上田駅を発ち上野駅へ、地下鉄に乗り換え東銀座駅へ。東銀座駅は歌舞伎座に直結し、大雨の中、雨には濡れずに切符引取機でチケット発券。何の問題もなく歌舞伎を鑑賞しました。その後、東京オペラシティのある新宿の初台へ地下鉄で移動。しかも傘いらず。何という快楽かと思いました。

大雨でも傘不要で目的地へピンポイントで移動できる東京という都市環境の凄さを今さらながら実感しました。地下鉄による移動＝地下の移動	2022-10-09
	35	[image: 『本はどのように消えてゆくのか』を読む]	『本はどのように消えてゆくのか』を読む	書棚にあった本の一冊『本はどのように消えてゆくのか』(津野海太郎著、1996年)を自炊しタブレットで読みました。４半世紀も昔の本ながら、久しく置いておくだけになっていました。このように存在し続けている書籍という紙媒体の恩恵はそのようなところにあるのかとそのありがたさを改めて感じました。当時、デジタル化されていたらおそらく今手に取ることもなかったのではないか。デジタルデータの保全・継承の難しさは紙媒体をはるかに超える困難があります。

四半世紀経つと、当時、あるいはそれ以前当たり前だったことが忘却の彼方へと遠ざかりかねない危険に改めて気づかされました。木版から活版印刷へ、さらに写植オフセットへ。そういう変化があったか。記憶を新たにしたのは「ガリ版刷り」。そういえば私も大学生の頃までガリ	2022-08-04
	36	[image: 古い本が並ぶ風景、つい手にしてみたくなる本は？]	古い本が並ぶ風景、つい手にしてみたくなる本は？	藤本蚕業歴史館は1908年に創業した藤本蚕業の文書・書籍を収蔵する文書館です。ロッカー33基に膨大な社内文書が分類整理されています。そのロッカーの上に並べられた本の横並び感がいい。年代が総じて古い。大正期から昭和期にかけてのものが多い。蚕種製造企業でありながら、本の雑多さにまず目が行きます。

私たちが知らない大正期、昭和戦前期などの本はまさにタイムカプセル。ここにその時代を引き出す情報が詰まっているのかと思うと興味をそそられます。

これらの本の背表紙を眺めてみて、あなたがついつい手にしてみたくなる本、ありますか？	2022-07-06
	37	[image: 益子輝之さんが語る上田の近代＠真田太平記館]	益子輝之さんが語る上田の近代＠真田太平記館	6/3(金)午後、池波正太郎真田太平記館で益子輝之さんによる特別講座「近代の上田について」を聴いてきました。

この講座は現在、同館で開催中の展示企画「ご近所さんの近代遺産　原町通りの商店編」(3/26～6/19開催)にちなむ企画です。益子輝之さんにお会いするのも、お話を聴くのも久しぶりです。コロナ禍がそうした機会を妨げていたことは手痛かったですが、徐々に復調の方向には向かうことでしょう。

「近代の上田」というお題でしたが、前段でもある近世（江戸時代）のお話も長く、いつから近代に入るのかな？と思いながら、お話に聴き入ってしまいました。

明治２年に起きた青木騒動にまつわるお話は特に興味深く、神社の変遷、中納言などの位、明治天皇の御巡幸など、次から次へと矢継ぎ早に話は進み、メモしようがないぐらいに	2022-06-05
	38	[image: 角川武蔵野ミュージアム、ミュージアム概念の革新]	角川武蔵野ミュージアム、ミュージアム概念の革新	★角川武蔵野ミュージアム https://kadcul.com/

角川武蔵野ミュージアム（所沢市）には心地よくインスパイア―されました。社会のデジタル化が進み、社会が知識循環型に大きくパラダイムシフトしつつある現代において日本ではその兆しすら見えにくいというのが実情です。そのような現代において、思うように進まないМLＡ(Museum, Library, Archives)連携をいとも簡単に乗り越え、しかも古臭い施設の既成概念をひきずることなく、誰もが知的に楽しめる、そして親しめる新しいタイプのミュージアムを具現化しています。見事というしかありません。

産業の斜陽化が止めようがない出版業界の雄でもあるKADOKAWAが世界の知識体系・知識環境がデジタル化により否応なしに再編されつつあるアートや文化のコンテン	2022-06-05
	39	[image: さながらワルハラ城、角川武蔵野ミュージアム]	さながらワルハラ城、角川武蔵野ミュージアム	所沢に出現した巨大な石造りのように見える城塞。何だと思いますか？

現代の都市環境に石でできた堅牢な城塞に見えます。周辺の都市環境の中で、一際目立ち、異物感があります。誰もが「なんだ、あれ」と思って見てしまうインパクトがあります。さながらワルハラ城。ワーグナーの楽劇『ニーベルングの指環』のあの神々の城を真っ先に連想しました。あの隈源吾さんの建築デザインとは後から知りました。

角川武蔵野ミュージアムはこの異物感のある建築ばかりでなく、施設のコンセプト自体が常識を覆す画期的なミュージアムです。建物から歌舞いて（とんがって）います。松岡正剛さんが館長。ホームページを見ると、松岡正剛館長がいかにも、という感じで、そのコンセプトを披露しています。これは面白い！

★角	2022-06-05
	40	[image: 分散型地域デジタルコモンズ d-commons.netの開発]	分散型地域デジタルコモンズ d-commons.netの開発	▲デジタルアーカ犬

前川道博 d-commonsプロジェクト/長野大学

【１】はじめに
分散型地域デジタルコモンズは、地域デジタル知識循環型プラットフォームのコアとなる知識・データの共有地である[1][2]。その中核のクラウドサービスとなるd-commons.netを開発した。現在も地域資料のデジタルアーカイブ化、地域学習支援など多目的的で柔軟な運用、長期にわたる運用ができる課題解決の支援にd-commons.netを適用し、サービスの機能強化を図ってより実用性の高い、使いやすいサービスを目指している。

デジタルコモンズはさまざまな知識や学びの成果をどの地域からでも、誰でもが載せ合えるクラウドサービス上の「ネット上の本棚」（デジタルアーカイブ）、クラウドサービスと	2022-03-13
	41	[image: デジタルコモンズが拓く地域資料のデジタルアーカイブ化]	デジタルコモンズが拓く地域資料のデジタルアーカイブ化	▲デジタルアーカ犬


前川道博 d-commonsプロジェクト/長野大学

【１】消費する知識から活用する知識へのパラダイムシフト
知識消費型社会から知識循環型社会へのパラダイムシフトが今世界中で起きています。これまでの社会では知識を書籍や講座などから受け取るものが知識、学問分野の権威が提供する知識、それを獲得することが学習と思い込まれてきた傾向があります。知識の源泉の一つは、それ以上は遡れない情報源、つまり一次資料にあります。書籍や講座は研究者などが咀嚼・編纂した二次情報に過ぎず、受け手は普通それを受け売り（消費）することぐらいしかできませんでした。さらにはデジタルな手段が当たり前に使えるようになったことにより、知識とは活	2022-03-13
	42	[image: 第28号『上田小県における感染症の歴史』]	第28号『上田小県における感染症の歴史』	上田小県近現代史研究会ブックレット第28号『上田小県における感染症の歴史』
【編著・発行】上田小県近現代史研究会
【発行】2021年12月10日
【定価】600円（税別）上田市内の書店でお買い求めください。

　パンデミック（世界的大流行）はこれまでも幾度となく立ち現れ、先人たちもその度に脅かされてきました。多くの命が奪われ、社会活動に支障をきたしました。しかし、その都度全力で立ち向かい、できる限りの対策を講じて乗りこえようとしてきました。なす術もないと思われた時でさえ絶望せず、しばしば神仏に疫病退散を祈り続けました。(略)
　もう一度各章にわたり取り上げたテーマについて、明らかにできた教訓や課題、厳しい条件の中でも命や暮らし、さらには文化を守るための人々の努力があったことを確認してみましょう。（	2022-03-13
	43	[image: 上田の産業の歴史（間違えて消したので再掲載）]	上田の産業の歴史（間違えて消したので再掲載）	【動機】
上田市には養蚕や観光業など、特徴的な産業が多く、それらがどのようにして発展していったのか気になったから。

【調べ方】
上田市の産業の発展について図書館の資料や公文書館を利用して調べていく。	2022-02-08
	44	[image: 小林昌人「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」1990]	小林昌人「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」1990	【左】テキストコード化版　【右】『信濃』誌記事コピー

蚕種製造の中心地であった上田市上塩尻の歴史的・文化財的価値について言及した論文は小林昌人氏（1931～2001、長野県松本市生まれ）の「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」(1990)が最初ではないかと思われる。

ここにその論文を転載し、諸活動の参考にしていただきたい。『信濃』誌記事はコピーでは読みにくいため、テキストコード化も行った。

所載：『信濃』第42巻第1号 pp.23～35 信濃史学会 1990 年1 月
テキストコード化・文書整形：長野大学前川道博研究室 2018 年09 月13 日	2022-01-18
	45	[image: 端山貢明デジタルアーカイブプロジェクト]	端山貢明デジタルアーカイブプロジェクト	PDFファイルはプロジェクト概要資料

★端山貢明(はやま こうめい)
　作曲家、メディア研究者
　1932-2021、東北芸術工科大学名誉教授

長野大学・前川道博研究室が中心となり、端山貢明氏の知識資源を共有・可視化するデジタルアーカイブプロジェクトをささやかにスタートさせています。

▼端山貢明アーカイブについて(前川ゼミにて)2021/06/21

端山氏が山形と自宅に残した資料を整理し、段ボール箱50箱に仮に収納しました。
2021年6月、前川ゼミでプロジェクトの概要を説明し、資料の一部を学生にも見てもらいました。

▼端山貢明アーカイブ作成記録2021/10/16

10月には、段ボール箱１箱に収めてあった東北芸術工科大学在任中の資料群(1995-98芸工大時代の文書)を仕分け、デジタルアーカイブ化しました	2022-01-07
	46	[image: 上田電鉄別所線の軌跡を追う]	上田電鉄別所線の軌跡を追う	上田の市街地に向かうとき、大学に行くとき、夕飯の買い物に行くとき…。皆さん少なくとも一度は、上田電鉄別所線を利用したことがあるのではないでしょうか。

別所線は今年で100周年を迎えたそうです。そこで私は、その100年の間にどういう改革やストーリーがあったのかを調べて発信しようと思います。

参考資料は、主に昔の文書や新聞記事、可能であれば別所線の運営に携わる方にインタビューが出来たら良いなと考えています。	2021-12-21
	47	[image: 上田市の養蚕業の発展と今]	上田市の養蚕業の発展と今	なぜその探求テーマを選んだのか
1年生の時、常田館製糸場を訪れ、蚕の製造方法や過去から現在までどのようにして衰退していく養蚕業を守り続けてきたかを学び興味を持った。

何を探求しアウトプット化するか
蚕の衰退原因とそれをどのようにして解決するかを探求し、常田館製糸場のように蚕を使った現代アートを作り、現代に繋げるといった活動などをどのように広めるかの案を考える。

具体的にどのような資料を調べるか
上田市公文書館ネットなどの資料や実際に聞いた話を参考に様々な視点から調べる。	2021-12-21
	48	[image: 上田のため池]	上田のため池	私たちは上田市塩田のため池について調べようと思う。

このテーマを選んだ理由は、上田に来てため池が地元と比べ多いという印象を抱いたからである。どうしてこんなにため池が多いのか興味を持ったので、塩田の歴史やどんなものがあるのか調べたいと思った。

上田市文書館の資料や長野大学付属図書館、塩田の里交流館などで塩田の歴史とため池の関係をまとめていきたい。	2021-12-21
	49	[image: 飯沼神社]	飯沼神社	飯沼（上田市生田）に飯沼神社があります。神社は古くからある地域のコモンズです。境内には現在、飯沼公民館がります。またその近くには飯沼区の文書を保管する文庫蔵があります。	2021-09-19
	50	[image: 蚕都上田探訪／飯沼郷蔵]	蚕都上田探訪／飯沼郷蔵	郷蔵とは江戸時代、年貢米を貯蔵した倉庫です。飯沼(上田市生田)にあるこの郷蔵は教育委員会の説明板によると1729年に建てられ、その後度々の改修を経て現在に残っています。

この郷蔵からは幕末期、横浜からの生糸輸出を裏付ける大量の資料が発見されています。横浜開港資料館などが長年かけてその調査研究に当たってきました。驚くべき米倉庫です。我が国の生糸輸出や蚕糸業の歴史を紐解く数多くの文書がこのような倉庫に残っていたことも驚くべきことです。

この場所は飯沼の集落内にあり道は狭くわかりにくいので現地に行くには注意がいります。マップに位置を示しておきました。	2021-09-19
	51	[image: 地域資料のデジタルアーカイブ化に向けたMALUI連携実現の課題]	地域資料のデジタルアーカイブ化に向けたMALUI連携実現の課題	日本教育情報学会第３７回年会・研究発表
地域資料のデジタルアーカイブ化に向けたMALUI連携実現の課題

　　2021年8月28日
　　前川道博（長野大学企業情報学部教授）

	2021-09-09
	52	[image: 公文書のデジタル化のまとめ]	公文書のデジタル化のまとめ	プロジェクト研究の「西部地域の考究と学習支援」というテーマで前期に取り組んだ、公文書のデジタル化についてまとめました。	2021-08-31
	53	[image: 公文書 社寺・村社 一覧]	公文書 社寺・村社 一覧	先日公開した公文書に書かれていた社寺・村社を一覧にしたものです。今現在も存在している神社やお寺の名前もあれば、初めて耳にした名前もたくさん書かれていました。	2021-07-26
	54	[image: 社寺明細帳(1880/明治13年 上田町)]	社寺明細帳(1880/明治13年 上田町)	上田市公文書館所蔵

社寺明細帳(1880/明治13年 上田町)

下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。

	[image: PDF]	社寺明細帳(1880/明治13年上田町)
 68頁／9.05MB



	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
68ファイル／59.7MB



▼上田市公文書館資料情報
社寺明細帳
しゃじめいさいちょう
請求番号 01-M13-01-5	2021-06-28
	55	[image: 長野県管下信濃国小県郡常磐城村　村社(1884/明治17年 上田町)]	長野県管下信濃国小県郡常磐城村　村社(1884/明治17年 上田町)	上田市公文書館所蔵

長野県管下信濃国小県郡常磐城村　村社(1884/明治17年 上田町)

下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。

	[image: PDF]	長野県管下信濃国小県郡常磐城村　村社(1884/明治17年上田町)
 13頁/1.48MB



	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
13ファイル／10.8MB



▼上田市公文書館資料情	2021-06-28
	56	[image: 常磐城村氏神替届(1882/明治15年 上田町)]	常磐城村氏神替届(1882/明治15年 上田町)	上田市公文書館所蔵

下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。

	[image: PDF]	常磐城村氏神替届(1882/明治15年 上田町)
 9頁／904KB



	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 9ファイル／7.12MB



▼上田市公文書館資料情報
常磐城村氏神替届
ときわぎむらうじがみかえとどけ
請求番号 01-M15-01-563
文書の	2021-06-28
	57	[image: デジタル化に向けた公文書の撮影]	デジタル化に向けた公文書の撮影	先日、自分のスマホと西部公民館に保管してある一眼レフで閲覧申請した資料の撮影を行いました。スマホでの撮影はもちろん簡単なのですが、それに比べ一眼レフでの撮影は、スタンドを用いながらピントや上下左右のバランスを整えながら行わなければいけないため、準備も含め思っていたより大変でした。しかし、スタンドを使えば一眼レフの方が断然スマホよりも安定して撮れるため、今回のような資料を撮影する上ではスマホよりも一眼レフの方が良いということが分かりました。	2021-06-14
	58	[image: 上田市公文書館　閲覧申込み資料]	上田市公文書館　閲覧申込み資料	上田市目録検索システムを使い、今回は3つの資料の申請し閲覧しました。掲載するには申請する必要があるため、今回はまだ掲載することができませんが、今後掲載する予定です。	2021-06-02
	59	[image: 公文書館展示　上田町から上田市へ]	公文書館展示　上田町から上田市へ	上田市公文書館を訪れた際に、公文書館展示ということで、「上田町から上田市へ～明治22年の上田町誕生から大正・昭和（戦前）までの歩み～」というタイトルで、写真パネルや原本資料、上田町が誕生した時の文書などが展示されていました。これらを見て、私はまず上田市が誕生する前は上田町であったことを初めて知りました。地元民であるにもかかわらず、やはりまだ知らないことがたくさんあったと思うと、とてもいい機会になりました。そして、その当時に書かれた文書なども置いてあり、今となってはとても貴重なものであると改めて感じました。そして、このような貴重な資料があることをまずはもっと地元の人に知ってもらいたいとも感じました。	2021-05-25
	60	[image: 上田市公文書館]	上田市公文書館	先日初めて上田市公文書館に行ってきました。この建物の存在自体は知っていましたが、なかなか行く機会がなく、今回初めて訪れてみたのですが、やはり場所もとても分かりづらいがために、地元の方にもほとんど知られていないようで、それがとてももったいないように感じました。この建物には、明治時代に作成された公文書などが保管されており、閲覧するには申し込みが必要なのですが、現代にとってはとても貴重な資料がたくさん保管されているため、上田のことを知るにあたり、特に地元の方には知っていて欲しい場所であると私は感じました。	2021-05-25
	61	[image: 地域学講座②地域の資料探しと成果物のネット展示]	地域学講座②地域の資料探しと成果物のネット展示	(1)探求テーマに沿った資料探し　12分
講師：前川道博(長野大学企業情報学部教授)

講座資料(PDF)

(2)それぞれの探求テーマとQ＆A　48分
受講者の皆さん＋講師


(3)キュレーション成果のネット公開
講師：前川道博(長野大学企業情報学部教授)
※動画記録は後日公開します。
講座資料(PDF)	2021-05-10
	62	[image: キュレーションモデルによる地域資料のアーカイブ化(2021)]	キュレーションモデルによる地域資料のアーカイブ化(2021)	【PDF左】研究発表説明資料　【PDF右】研究発表予稿

前川道博／キュレーションモデルによる地域資料のデジタルアーカイブ化～MALUI連携に向けた学習者中心のアプローチ～
デジタルアーカイブ学会第６回研究大会 2021/04/23

　前川道博（長野大学）



▼研究の概要
地域資料のデジタルアーカイブ化は、知識循環型社会の進展において極めて重要な課題である。学習者が必要とする知識・情報源に思うがままにアクセスし、参照データを活用して学習成果を公開する学習をここでは「キュレーションモデル」と呼ぶことにする。MALUI連携はその支援策として期待されるものであるが、制度的な壁、慣習的諸条件により連携にすら至れないのが実情である。本研究で提起するキュレーションモデルは、学習者が主体となり、MALUIが収蔵	2021-04-23
	63	[image: 上田築城三百五十年祭記念写真帳(1932/昭和7年)]	上田築城三百五十年祭記念写真帳(1932/昭和7年)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	上田築城三百五十年祭記念写真帳(1932/昭和7年)
 109頁／21MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 109ファイル／25MB



▼上田市公文書館資料情報
写真アルバム・上田築城三百五十年祭記念写真帳ほか
しゃしんあるばむ・うえだちくじょうさんびゃくごじゅうねんきねんしゃし	2021-03-07
	64	[image: 上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)]	上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	上田町会議案綴(1902/明治35年 上田町)
 528頁／114MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 528ファイル／126MB



▼上田市公文書館資料情報
上田町会議案綴
うえだちょうかいぎあんつづり
請求番号	01-M35-01-1356
文書の種類	旧役場文書
地域	上田町
作成年度（和暦）	明治35年
	2021-03-07
	65	[image: 在外資産補償関係(1955/昭和30年 殿城村)]	在外資産補償関係(1955/昭和30年 殿城村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	在外資産補償関係(1955/昭和30年 殿城村)
 414頁／88MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 414ファイル／103MB



▼上田市公文書館資料情報
在外資産補償関係
ざいがいしさんほしょうかんけい
請求番号	01-S30-01-6977
文書の種類	旧役場文書
地域	殿城村
作成年度（和暦）	昭和3	2021-03-07
	66	[image: 上田市参事会綴(1919/大正8年上田市)]	上田市参事会綴(1919/大正8年上田市)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	上田市参事会綴(1919/大正8年上田市)
 337頁／81MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 337ファイル／92MB



▼上田市公文書館資料情報
上田市参事会綴
うえだしさんじかいつづり
請求番号	01-T08-01-1397
文書の種類	旧役場文書
地域	上田市
作成年度（和暦）	大正8年
作成年度	2021-03-07
	67	[image: 明治35年　常磐城區有土地建物寄附之件]	明治35年　常磐城區有土地建物寄附之件	『明治35年上田町会議案綴』（上田市公文書館所蔵）より

土地や建物の寄附について、土地の広さや建物の見積もり金額が記されている。

「前記ノ土地建物ハ上田町大字常磐城ノ所有ノ処上田尋常高等小学校ノ用ニ供スル為左ノ条件ヲ付シ上田町ヘ寄附スルモノトス」

年代や地名から推測すると、上田尋常高等小学校常磐城分教場（現上田市立西小学校）に使用された土地や建物と思われる。

【参考資料】
『上田市誌　近現代編（8）学校教育のあゆみ』上田市誌編さん委員会／編（上田市　2003年）	2021-02-27
	68	[image: 覚（餅米値段等につき）　川伊藤家文書（追加分）]	覚（餅米値段等につき）　川伊藤家文書（追加分）	覚（餅米値段等につき）　川伊藤家文書（追加分）	2021-02-27
	69	[image: 砂糖類御煉油　御通　川伊藤家文書（追加分）]	砂糖類御煉油　御通　川伊藤家文書（追加分）	砂糖類御煉油　御通　川伊藤家文書（追加分）	2021-02-27
	70	[image: 議事書類綴]	議事書類綴	別所温泉の外湯が5ヶ所されているが残っているものは3ヶ所である。

大正8年別所村_議事書類綴（上田市公文書館所蔵）によると村営温泉：大湯・玄斉湯・大師湯、久我湯・石湯　5ヶ所改修議案が提出されている。（大正8年12月18日提出）

現存の外湯は大湯、大師湯、石湯の3ヶ所であり、2ヶ所が廃止になった時期と理由を調べたい。	2021-02-27
	71	[image: 地域学講座④みんなで地域探求ネット展示披露会]	地域学講座④みんなで地域探求ネット展示披露会	左：「みんなで地域探求ネット展示披露会」（前川道博）
右：「著作権と資料の権利処理」（久世均）


第４回 2月27日(土) みんなで地域探求ネット展示披露会
13:30 本日の説明
13:35 ミニ講義：著作権と資料の権利処理
14:05 受講者のキュレーション成果披露・講評Ｑ＆Ａ
15:00 （休憩）
15:10 成果披露・講評Q＆A（続き）
15:40 認定資格デジタルアーカイブ・クリエイター について
15:50 まとめ講評、これからに向けて
16:30 終了

＜講師＞
久世均さん（岐阜女子大学教授）　ミニ講義「著作権と資料の権利処理」
小平千文さん（上田小県近現代史研究会会長）　成果披露の助言・講評

＜みなさんの地域探求ネット展示＞
★ｂｕｃｈｉさん　南牧村の歴史と満蒙開拓
★オリサさん　	2021-02-27
	72	[image: 公文書利用で始める地域学講座(2021/02/06開講)概要]	公文書利用で始める地域学講座(2021/02/06開講)概要	【受講申込】受講申込は終了しました。

まちなかキャンパスうえだ市民向け講座(長野大学/ネット利用講座)
市民キュレーション講座「公文書利用で始める地域学講座」
開催期間：2021/2/6, 2/13, 2/20, 2/27 毎週土曜日４回　13:30～16:30
　ビデオ会議Meet利用、全国から受講できます。受講される方にはMeet URLをお伝えします。

【講座のお問合せ先】◆は@に置き換えてください。
　◎講座申込について　地域づくり総合センター事務局 TEL:0268-39-0007 renkei◆nagano.ac.jp
　◎講座内容について　前川道博(長野大学/講座担当) TEL:090-2270-5074 maekawa◆nagano.ac.jp

＜講座案内PDF版＞

※２頁以降に詳しい説明を載せてあります。

【プログラム】
第１回 2月6日(土) 一次資料から地域をひもとく
第２回 2月13日(土) 地域の資料探しと成果物のネット展示
第３回 2月20日(土	2021-02-27
	73	[image: •探求計画]	•探求計画	•探求計画
–探求タイトル　上田が軍事的にどのように扱われてきたか
–探求のねらい　特定の地域を、日本全体からどう扱い、地域からどう扱われたか、上田を一つの例として係わりを調べ、他地域との比較などをとおして、軍事史研究の参照例としたい。
–探求の計画　具体的には未定　他の研究との吻合を測りながら進め、相乗効果を期待したい。
–参照予定の資料　具体的には未定　進捗に合わせて参照して行きたい。当面、ネットを通じて予備的に収集する。いずれ必要なものがあれば上田の公文書館も利用したいが、国会図書館や防衛研究所を調べることが先になると思う。	2021-02-20
	74	[image: 探求計画]	探求計画	探求のねらい：別所温泉は、いくつかあった外湯(源泉）から分湯し、内湯旅館になったと聞いている。その外湯の変遷を調べてみたい。
探求計画：地域に当時の様子を記した史料があるか確認しあったら閲覧をお願いしたい。
参照予定の資料：上田市公文書館所蔵「議事書類綴」（1919/大正8年　別所村）、別所時報（縮刷版）など	2021-02-19
	75	[image: 議事書類綴(1919/大正8年 別所村)]	議事書類綴(1919/大正8年 別所村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	大正八年度議事書類綴(1919/別所村役場)
 283頁／62MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]　ZIP形式で圧縮
 283ファイル／235MB



▼上田市公文書館資料情報
議事書類綴
ぎじしょるいつづり
請求番号	01-T08-01-13389
文書の種類	旧役場文書
地域	別所村
作成年度（和暦）	大正8年
作成年度（西暦）	19	2021-02-12
	76	[image: 村会決議書(1919/大正8年 泉田村)]	村会決議書(1919/大正8年 泉田村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	村会書類(1919/大正8年 泉田村)
 83頁／17MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像84ファイル／66MB



▼上田市公文書館資料情報
村会決議書
そんかいけつぎしょ
請求番号	01-T08-01-1221
文書の種類	旧役場文書
地域	泉田村
作成年度（和暦）	大正8年
作成年度（西暦）	1919
作	2021-02-12
	77	[image: 村会書類(1917/大正6年 泉田村)]	村会書類(1917/大正6年 泉田村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	村会書類(1917/大正6年 泉田村役場)
 172頁／40MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像173ファイル／153MB



▼上田市公文書館資料情報
村会書類
そんかいしょるい
請求番号	01-T06-01-1216
文書の種類	旧役場文書
地域		2021-02-12
	78	[image: 鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)]	鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)
 56頁／14MB


	[image: PDF]		全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像59ファイル／52MB



▼上田市公文書館資料情報
鉄道　道路　	2021-02-12
	79	[image: 別所線路ニ関スル書綴(1893/明治26年 川辺村)]	別所線路ニ関スル書綴(1893/明治26年 川辺村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
	[image: PDF]	別所線路ニ関スル書綴(明治26年/川辺村)
 246頁／62MB


	[image: PDF]	全頁JPEG画像[長辺1280ピクセル]+PDF　ZIP形式で圧縮
 画像246ファイル／230MB



▼上田市公文書館資料情報
別所線路ニ関スル書綴
べっしょせんろにかんするしょつづり
請求番	2021-02-12
	80	[image: 地域学講座①一次資料から地域をひもとく]	地域学講座①一次資料から地域をひもとく	(1)一次資料から地域をひもとく　16分
講師：前川道博(長野大学企業情報学部教授)

講座資料(PDF)

(2)上田市公文書館のあらまし　20分
講師：土屋信之(上田市公文書館館長)


(3)上田市公文書館・バックヤード＆展示見学　20分
講師：倉澤正幸(上田市公文書館専門事務員)
	2021-02-06
	81	[image: 議事書類綴(1919/大正8年 別所村)]	議事書類綴(1919/大正8年 別所村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
大正八年度議事書類綴(1919/別所村役場)
283頁／217MB


▼上田市公文書館資料情報
議事書類綴
ぎじしょるいつづり
請求番号	01-T08-01-13389
文書の種類	旧役場文書
地域	別所村
作成年度（和暦）	大正8年
作成年度（西暦）	1919
作成部課	別所村役場
保存場所	上田市公文書館
概要
大正8年度歳入出予算、村長退職報告、鉄道敷設に関する意見書、温泉浴槽改修調査書、別所村臨時温泉工事委員規程、大正7年事務報告ほか
→上田市公文書館目録検索システムの当該資料情報

この資料は	2021-01-13
	82	[image: 村会書類(1919/大正8年 泉田村)]	村会書類(1919/大正8年 泉田村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
村会書類(1919/大正8年 泉田村役場)
172頁／63MB


▼上田市公文書館資料情報
村会書類
そんかいしょるい
請求番号	01-T08-01-1220
文書の種類	旧役場文書
地域	泉田村
作成年度（和暦）	大正8年
作成年度（西暦）	1919
作成部課	泉田村役場
保存場所	上田市公文書館
概要
渡船場費郡費補助稟請の件、上田市松本間鉄道施設に関する意見書提出の件ほか議事録

→上田市公文書館目録検索システムの当該資料情報

この資料は上田市公文書館収蔵のものをデジタル化し(非公開部分を除く)	2021-01-13
	83	[image: 村会書類(1917/大正6年 泉田村)]	村会書類(1917/大正6年 泉田村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
村会書類(1917/大正6年 泉田村役場)
172頁／137MB


▼上田市公文書館資料情報
村会書類
そんかいしょるい
請求番号	01-T06-01-1216
文書の種類	旧役場文書
地域	泉田村
作成年度（和暦）	大正6年
作成年度（西暦）	1917
作成部課	泉田村役場
保存場所	上田市公文書館
概要
鉄道停車場位置に関する意見書ほか議事録
→上田市公文書館目録検索システムの当該資料情報

この資料は上田市公文書館収蔵のものをデジタル化し(非公開部分を除く)、長野大学前川研究室が上田市に歴史公文書等	2021-01-13
	84	[image: 鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)]	鉄道　道路　河川　橋梁(1898/明治31年 城下村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
鉄道　道路　河川　橋梁(明治31年城下村)
57頁／44MB


▼上田市公文書館資料情報
鉄道　道路　河川　橋梁
てつどう　どうろ　かせん　きょうりょう
請求番号	01-M31-01-2109
文書の種類	旧役場文書
地域	城下村
作成年度（和暦）	明治31年
作成年度（西暦）	1898
作成部課	城下村役場
保存場所	上田市公文書館
概要
株式会社京釜鉄道株式申込　鉄道敷設の影響調査通知　里道修繕の件　郡補助道編入願
備考
明治34年まで　図面（彩色）あり。裏表紙なし
→上田市公文書館目録検索	2021-01-13
	85	[image: 別所線路ニ関スル書綴(1893/明治26年 川辺村)]	別所線路ニ関スル書綴(1893/明治26年 川辺村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
別所線路ニ関スル書綴(明治26年川辺村)
246頁／204MB


▼上田市公文書館資料情報
別所線路ニ関スル書綴
べっしょせんろにかんするしょつづり
請求番号	01-M26-01-136
文書の種類	旧役場文書
地域	川辺村
作成年度（和暦）	明治26年
作成年度（西暦）	1893
作成部課	
保存場所	上田市公文書館
概要
上田原より神畑に至る里道開削に要する土地収用に関する資料・里道開削潰地小前調査表・別所線橋梁目論見帳ほか
→上田市公文書館目録検索システムの当該資料情報

この資料は上田市	2021-01-12
	86	[image: 公文書利用で始める地域学講座(2021/02/06開講)]	公文書利用で始める地域学講座(2021/02/06開講)	【受講申込】受講申込は終了しました。

まちなかキャンパスうえだ市民向け講座(長野大学/ネット利用講座)
市民キュレーション講座「公文書利用で始める地域学講座」
開催期間：2021/2/6, 2/13, 2/20, 2/27 毎週土曜日４回　13:30～16:30
　ビデオ会議Meet利用、全国から受講できます。受講される方にはMeet URLをお伝えします。

【講座のお問合せ先】◆は@に置き換えてください。
　◎講座申込について　地域づくり総合センター事務局 TEL:0268-39-0007 renkei◆nagano.ac.jp
　◎講座内容について　前川道博(長野大学/講座担当) TEL:090-2270-5074 maekawa◆nagano.ac.jp

＜講座案内PDF版＞
[image: ]
※２頁以降に詳しい説明を載せてあります。

【プログラム】
第１回 2月6日(土) 一次	2021-01-12
	87	[image: 太平洋戦争における上田地域の状況]	太平洋戦争における上田地域の状況	上田地域は上田合戦や太平洋戦争など数々の戦いに関わっているが、とりわけ日本の総力を挙げて戦った太平洋戦争では様々なモノ・事・人に影響が出ている。そのような状況を上田地域ではどのようであったのか調査したいと思う。どんな生活だったのか、行政は何をしていたのかなど見ていき当時の戦争を考えていきたい。ネット情報や「西塩田時報」のような資料、国会図書館デジタルコレクション、上田市立公文書館などで戦争に関する資料(農業や徴兵、訓示など)を調べる予定。

「西塩田時報」を中心に調べた結果。
農會欄(『西塩田村公報』第1号(1941年3月30日)2頁)
農會欄(『西塩田村公報』第3号(1942年2月15日)2頁)
	2020-12-21
	88	[image: 上田市公文書館利用のすすめ]	上田市公文書館利用のすすめ	上田市公文書館利用のすすめ～あなたが歴史発見のパイオニアになる～　5分
前川道博（長野大学企業情報学部教授）
　情報通信文化論2020からの講座クリップ



あなたのまちに文書館(archives)はありますか？
物語られる歴史の源泉になる一次資料がわんさかあって誰でも読めます。デジカメで撮ってデータにして持ち帰ることもできます。
教科書や歴史書から学ぶ歴史、講座で学ぶ歴史もありますが、本来歴史は物語られたもの。フランス語で歴史と物語はhistoire(イストワール)。区別なく同じです。誰かが物語った歴史もあるけれども、一次資料からが歴史を訪ね歴史を物語る方がずっと面白い。	2020-12-09
	89	[image: 『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956)ページごとの画像]	『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956)ページごとの画像	それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
（『西塩田時報』全ての号のページごとの画像リンクHTML記述データはコチラ。）

#951 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)1頁
#952 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)2頁
#953 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)3頁
#954 『西塩田青年団報』第1号(1946年8月25日)4頁
#955 『西塩田青年団報』第2号(1946年9月20日)1頁
#956 『西塩田青年団報』第	2020-12-06
	90	[image: 『西塩田時報』Vol.1(2)(戦前編1933～1943)ページごとの画像]	『西塩田時報』Vol.1(2)(戦前編1933～1943)ページごとの画像	それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
（『西塩田時報』全ての号のページごとの画像リンクHTML記述データはコチラ。）

#481 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)1頁
#482 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)2頁
#483 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)3頁
#484 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)4頁
#485 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)5頁
#486 『西塩田時報』第110号(1933年1月1日)6頁	2020-12-06
	91	[image: 『西塩田時報』Vol.1(1)(戦前編1923～1932)ページごとの画像]	『西塩田時報』Vol.1(1)(戦前編1923～1932)ページごとの画像	それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
（『西塩田時報』全ての号のページごとの画像リンクHTML記述データはコチラ。）

#1 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)1頁
#2 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)2頁
#3 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)3頁
#4 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)4頁
#5 『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)1頁
#6 『西塩田時報』第2号(1923年9月1日)2頁
#7 	2020-12-06
	92	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	下之郷駅から徒歩三分ほどでついた。ここには古文書が多く残されているため、国の重要文化財に指定されている。全体的に赤い色が目に入ってきたため、印象に残った。	2020-10-21
	93	[image: 『蚕種同業組合沿革史草稿』大正7・8年頃]	『蚕種同業組合沿革史草稿』大正7・8年頃	歴史を開ける扉。タイムカプセルと言ってもいい。

2017/06/03、上田蚕種を訪問しました。その際に、手塚社長からこんな史料があると見せていただいたのが『蚕種同業組合沿革史』です。「長野県小県郡蚕種同業組合沿革史草稿」がタイトル。前編・中編・後編・続編と４分冊になっています。

「大正七年九月三十日　長野県小県郡蚕種同業組合　組長　中島精一」と記されています。1918年…と言えば、上田町が市制を施行する1919年の前年に当たります。蚕都上田が全盛を迎えた時代と言ってもいいでしょう。

史料の中味は見ていませんが、しっかりとした装丁の文書であるにもかかわらず「草稿」と題されているのは、「望ムラクハ訂誤ノ行クベキモノアラバ請フ垂教忌憚ナカランコトヲ」と末文に記されているように、「誤謬があればはばかるこ	2020-07-18
	94	[image: 上塩尻文庫蔵]	上塩尻文庫蔵	2017/09/26、長野県上田市の塩尻公民館に併設されている「上塩尻文書蔵」に潜入させていただきました。嘉永年間以後の文書が保管されています。希少なものは江戸期の地図など。上塩尻の歴史を解き明かすのに欠かせない資料（史料）の他、つい最近までの自治会の文書も保管されています。

目にする資料に接するたび、その時代に跳躍したかのようなワクワク感が沸き起こり、文書蔵＝タイムカプセル体験の醍醐味を感じました。

ここに保管されている資料の他にも、上塩尻には藤本蚕業歴史館の他、個々人のお宅に私蔵されている資料があると聞いています。

東北大学の長谷部弘氏は「上塩尻には公私にわたる歴史資料が歴史学研究史上まれにみるほど大量かつ集中的に残されて」いると書いています（長谷部弘他著『近世日本の地域社会と共同	2020-07-18
	95	[image: 藤本善右衛門縄葛の『続錦雑誌』]	藤本善右衛門縄葛の『続錦雑誌』	類まれな蚕種製造家の一人、藤本善右衛門縄葛（つなね）（1815～1890）は、明治10年頃に隠居してから亡くなるまでの十数年間にわたり、『続錦雑誌』（しょくきんざっし）（全89冊）を記し残しています。

『続錦雑誌』隠居時代の教養ある学びの綴りと言ってもいい。現在で言う生涯学習です。さらに今風に言うなら「学習ポートフォリオ」です。知的関心が多方面に及び、その内容は博物学的に多様です。その多くは何らかの書から書き写したもののように見えます。絵の表現力にも感心します。当時の蚕種製造家は蚕種製造技術にたけているだけでなく、豊かな教養も身に付けていることが求められていました。杉仁氏の研究書『近世の地域と村落文化』（2001年）では、上塩尻村の蚕種製造家たちと村落文化についての言及がされています。豊かな教	2020-07-18
	96	[image: 上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する]	上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する	2018/08/18、上田市上塩尻の蚕種製造民家群と文書を見聞する会を開きました。長野大学前川研究室、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会の連携で実施したものです。地元上塩尻の方々を中心に、建築や歴史文化の専門の方などが加わり20名ほどが参加しました。

幕末から近代にかけて日本の産業を牽引した蚕糸業の中でも、長野県は蚕糸王国と呼ばれるほどに近代日本の殖産興業に貢献をしました。その中で上田小県は蚕都上田と呼ばれ、その中心地の一つでした。とりわけ上塩尻を中心とした塩尻地区は蚕種製造の一大中心地となり、江戸時代から幾人もの優れた蚕種製造家を輩出した他、各家が蚕種製造業を営んでいました。その当時の蚕種製造民家は現在もなお数多く残り、「蚕種製造民家群」という全国的にも稀有な歴史的景観地区となっています。

	2020-07-18
	97	[image: 『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ]	『上田市史・下巻』2/2(1940年)画像データ	ページ番号（画像データの連番）は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。
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